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 令和５年度学校関係者評価委員会報告書による提言を受けて、本年度実行した改善方策

の結果を報告する。 

 

【改善課題について】 

 令和５年度学校関係者評価委員会より以下が令和６年度の課題として示された。 

 

課題 ICT を活用した学びと教職員の子どもたちに向き合う時間の拡充の円滑

な推進 

 

 

【改善施策の結果】 

 提言を受けて提示した「令和６年度に向けた改善方策」に従って、次のように改善の取

組を行った。 

１ 学習について 

 （１）タブレット端末の活用 

 ①すべての教科においてタブレット端末を活用 

②全教科における Qubenaの効果的な活用 

③ロイロノートの活用 

④デジタル教科書の活用（英語）（数学） 

⑤採点支援ソフトの導入（リアテンダント） 

 （２）教科教室の特性を生かした授業改善 

   ①校内研修会（教科：音楽・教科「日本語」）の開催 

②授業改善レポートの作成とその活用 

（３）個に応じた指導の充実 

   ①中学校英語スピーキングテストに向けて移動英語教室を実施（第２学年） 

   ②英語ＩＢＡの実施（全学年） 

③全教科における Qubenaの効果的な活用 

④保健体育科「ダンス授業」への効果的な支援 

⑤都立高校入試問題への対応 



⑥個別指導授業の実施 

２ 生活指導について 

（１）入学・進級後、早期の教育相談（二者面談）の実施 

（２）関係諸機関との連携 

（３）生活指導部会、特別支援・教育相談部会の毎週の開催 

（４）１年生全員面接の実施 

（５）「学校のきまり」の随時見直し 

（６）学校行事（運動会）への生徒意見（運動会実行委員会）の反映（２年目） 

 

３ 情操教育について 

（１）アンガーマネジメント教育の実施（第１学年） 

 （２）なかたま賞の実施（全学年） 

 （３）がん教育（全学年） 

 （４）性教育（第３学年） 

 （５）学び舎小学校巡回「玉川中学校 選抜合唱団 披露」 

 

４ キャリア教育について 

 （１）職業講話（起業家教育）の実施（第１学年） 

 （２）起業家教育の本実施（第２学年） 

 （３）キャリア・パスポートの活用、定着（全学年） 

 （４）高校説明会ＩＮ玉川中（第２学年・第３学年） 

 （５）多様な進路等の説明会（全学年） 

 （６）高校出前授業（第２学年） 

 （７）海外大使館との交流（第２学年） 

 （８）留学生が先生（第１・２学年） 

 

５ 基本的な生活習慣の確立について 

 （１）あいさつ運動（全学年） 

 （２）熱中症予防講座（第１学年） 

 （３）タブレット端末 生徒向け講習 

    ネットリテラシー醸成講座（全学年）、ファミリ eルール講座（全学年） 

 （４）いじめ問題学習会（全学年）「ジェントルハートプロジェクト」講演会 

 

６ 情報提供 

 （１）学校ホームページの活用（学校行事の掲載）※アクセス件数 ６３６３５件 

 （２）「学校からのお知らせプリント」の「すぐーる」配信（本実施） 



（３）本校プールを玉川小学校体育授業（水泳）に開放（令和６年度も継続実施） 

 

７ その他 

 新型コロナウイルスの収束に伴い、授業や学校行事をコロナ禍前の内容や規模で実施す

ることが出来た。また、教育 DXに向けて、採点支援ソフトを導入・活用することにより、

教職員の子どもたちに向き合う時間の拡充を図ることが出来た。加えて、教職員の努力に

より、ICTの資質向上が継続的に見られ、生徒の学びの向上につながった。 

次年度は、「学校生活向上プロジェクト」「部活動地域移行モデル校」、特別支援学級「ひ

まわり学級」の開設等に取り組むことで、より一層、生徒の育成や資質の向上につながる

よう取り組んでいく。 


